
主な修正項目 資料３

具体的な方向性 現計画 修正箇所 修正内容 修正理由

現状と課題
「自分の子どもができるまで赤ちゃんと触れ合う経験が乏し
い」ことを課題として記載

委員からの意見
「自分の子どもが生まれて初めて赤ちゃんと関わり、接し方
が分からない、どうすればいいか分からないという親が増
えているように感じる」

今後の方向性
現計画では「②⑵子育て支援サービスの充実」に記載され
ていた内容を移転

事業内容を踏まえ、掲載項目を変更

⑵
子育て家庭への支
援サービスの充実

基本目標②⑵
子育て支援サービ
スの充実

現状と課題
今後の方向性

「相談事業の充実」「レスパイト環境の整備」を新たに追加
記載

ニーズ調査結果から

現状と課題
今後の方向性

「新・放課後子ども総合プラン」に関する記載を追加 国が平成30年度に策定したため

今後の方向性 「指定管理者である事業者と行政の協働の推進」を記載

委員からの意見
「地域の問題を解決するためには、児童館の指定管理者と
行政がもっと一緒になって取り組んでいかなければならな
い」

全体 前計画で２つに分かれていたものを統合、整理 内容的に統合した方がより分かりやすくなると考えたため

現状と課題
「すみだ健康づくり総合計画」の母子保健に関する記載と文
言を揃える形で一部修正

区の他計画との調和を図るため

基本目標①⑴
子どもの豊かな育ち
を育む場・機会の充
実

基本目標①　子どもと親と地域が共に育つまちをつくります

⑷
子どもと親の心とか
らだの健康づくりの
促進

⑴
親同士のつながりと
子育て力の育成

基本目標④⑴
親同士のつながりと
子育て力の育成

基本目標①⑶
子どもの心とからだ
の健康づくりの促進
基本目標②
親と子の健康づくり
の促進

⑶
子どもの豊かな育ち
を育む場・機会の充
実



具体的な方向性 現計画 修正箇所 修正内容 修正理由

現状と課題
今後の方向性

将来的に人口減少に転じることが見込まれることを踏まえ、
保育の受け皿確保について、施設整備以外の方策を検討
することを記載

東京都人口ビジョン（人口推計）から
特別区部は2030年に人口減少に転じるとされている。

今後の方向性
保育の受け皿確保の方策の中で、保育園同士の連携につ
いて記載

委員からの意見
「保育所の整備が急速に行われた結果、５歳児が１人しか
いない保育園があるなどの課題も生じており、保保連携と
いうのが大事なのではないか」

⑵
多様なニーズに応
える保育サービス
の充実

基本目標②⑵
子育て支援サービ
スの充実

現状と課題
課題として、「子どもの最善の利益」を考えた保育のあり方
を記載

委員からの意見
「いつでも保育サービスを受けられる環境というのが、果た
して子どもにとって良い環境なのだろうか」

⑶
子どもの生きるため
の基礎的な力を育
成する環境の整備

基本目標①⑵
子どもの生きるため
の基礎的な力を育
成する環境の整備

現状と課題 新たに改訂された学習指導要領について追加記載 平成29年、30年に学習指導要領が改訂されたため

具体的な方向性 現計画 修正箇所 修正内容 修正理由

⑴
ひとり親家庭等へ
の支援

基本目標③⑴
ひとり親家庭等へ
の支援

現状と課題
経済的な課題だけでなく、「親が子どもと関わる時間を確保
することが難しい」という時間的な課題を追加記載

委員からの意見
「親が一生懸命働いて、子どもとの時間を持てないことで、
子どもが抱える悩みに気づけないことがある」

⑵
障害のある子ども
の発達と成長支援

基本目標③⑵
障害のある子ども
の発達と成長支援

現状と課題
「障害の有無に関わらず、すべての子どもたちがそれぞれ
の個性と能力を伸ばしていけるよう、地域社会の中で成長
できる環境を整備していく必要がある」と追加記載

平成30年に施行された改正障害者総合支援法の基本理念
から

全体 現計画で２つに分かれていたものを統合、整理
今後も新たな要因による子どもを取り巻く課題が生じる可
能性を考え、広く対応できるように方向性を整理した。

現状と課題
今後の方向性

「必要な範囲を超えた懲戒の禁止」「体罰によらない子育
て」について追加記載

令和元年度に国会で成立した改正児童虐待防止法を踏ま
えて

基本目標②　保育の量的整備も継続しつつ、教育・保育の質を高めます

基本目標③　困難を抱えた子どもと親への支援体制を手厚くします

⑶
さまざまなサポート
が必要な子どもとそ
の家庭への支援

基本目標③⑶
保護が必要な子ど
もとその家庭への
支援
基本目標③⑷
子育て家庭への経
済的な支援と生活
が困窮している子ど
もとその家庭への
支援

⑴
乳幼児が健やかに
育つ教育・保育環境
の整備

基本目標②⑶
認定こども園・保育
所・幼稚園等の教
育・保育サービスの
拡充と質の向上



現状と課題
「外国にルーツを持つ子ども」「性自認に悩む子ども」への
支援について記載

委員からの意見
「外国人の子どもへのサポートをどうしていくのか」
「ＬＧＢＴ問題なども考えていかなければならない」

⑶
さまざまなサポート
が必要な子どもとそ
の家庭への支援

基本目標③⑶
保護が必要な子ど
もとその家庭への
支援
基本目標③⑷
子育て家庭への経
済的な支援と生活
が困窮している子ど
もとその家庭への
支援



具体的な方向性 現計画 修正箇所 修正内容 修正理由

全体 前計画で２つに分かれていたものを統合、整理 内容的に統合した方がより分かりやすくなると考えたため

現状と課題
「地域力育成・支援計画」に記載されている理念等を追加
記載

区の他計画と調和を図るため

現状と課題
コーディネーターとなる人材の育成や必要な支援の「見える
化」について記載

委員からの意見

今後の方向性
「当事者同士の支えあい」「自主グループの育成」について
記載

委員からの意見

⑵
企業等の子育て力
との協働

基本目標④⑶
企業等の子育て力
との協働

現状と課題
今後の方向性

すみだの産業の歴史や新たに開始した事業について追加
記載

文言整理

⑶
子どもと親が安心し
て暮らせる環境の
整備

基本目標④⑸
子どもの安全・安心
を守るための環境
の整備

現状と課題 子どもが巻き込まれた事故について、追加記載 課題として明記しておく必要があると考えるため

具体的な方向性 現計画 修正箇所 修正内容 修正理由

⑴
ワーク・ライフ・バラ
ンスの実現にむけ
た環境づくりの推進

基本目標⑤⑴
ワーク・ライフ・バラ
ンスの実現にむけ
た環境づくりの推進

現状と課題 働き方改革について記載
新たに推進されていることであり、ワーク・ライフ・バランス
に関わりが深いと考えるため

⑵
子育てを楽しめるま
ちづくりの推進

基本目標⑤⑵
子育てにやさしいま
ちづくりの推進

現状と課題
今後の方向性

現計画では「①⑴子どもの豊かな育ちを育む場・機会の充
実」に記載されていた内容を移転

事業内容を踏まえ、掲載項目を変更

基本目標④　地域の子育て力と支えあいを強化します

基本目標⑤　ワーク・ライフ・バランスを踏まえた支援を実施します

⑴
地域の子育て力の
育成と協働

基本目標④⑵
地域の子育て力の
育成と協働
基本目標④⑷
個々のニーズに即
した子育て支援ネッ
トワークの構築



⑶
子育て家庭の視点
に立った情報の発
信

基本目標⑤⑶
子育て家庭の視点
に立った情報の発
信

現状と課題
今後の方向性

文言整理 ニーズ調査結果における自由意見等を受けて


